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農業の機械化を進めるために (1)

1､まえが き

農業を機械化しよう､近代化しようとする努力は､最

少の労力によって最大の収穫を､しかも楽しくあげよう

という狙いにtL'.発しておりますcLかし農業生産に農業

機械を高度に利用するためには､それを容易に受け入れ

る素地､すなわち第億 周囲を取巻く条件が備わ って

V,ることが重要です｡具体的には日本の農機具は特に他

の諸産業の機械化に比べて数段も立ち遅れてV,ますOそ

れは農業以外の諸産業の機械は欧米で考案されたもので

も､そのまま日本でも画ぐ役に立ちますoLかし､農業

機械に限って他のEgで有効に役立ってV,ながら､我が国

に輸入するときは､右から左えと有効に使えるものが非

常に少ないのです｡これはよりも硬さず､受入れ条件に

左右されることが余りに大きV,ために起関してV,ると思

われます｡

さて､その農業機械を導入する条件は大きく二つに区別

することが出来ますOその-つは^智と力量とで比覇的

容易に改善出来る条件であり､他の一つは現在の知識と

力最では解決困難な条件がこれです｡前者に属するもの

に優良農機具の導入と活用､耕地条件､土地改良と水利

の改-3･･､作物の種類と栽培法､共同利用､農家の教養と

脚織､節約した労力の再生産化などであり､後者に属す

るものには､自然的条件､即ち気象､立地､社会その他

の環境などがあります｡しかし､両者とも整備と改善に

は困難性の差こそあれ､絶対的のものでなV,ことはいう

までもありません｡だがここでは現実の問題として主に

前者の条件につV,て考えてみたvlと思V,ます｡

2､耕地 の区画整理

農業機械を利用する場合､耕地として問題になるのは

その一筆毎の広さと形とさらに所有耕地の集団度であり

ますO-･笠の耕地の大きさは生産手段の変革､すなわち

手労働から畜力化-､君力化より動力陣軽械化へと､艦1号

労働の機械化と近代化にともなって変化し､しかも機械

化にともなって技術的変革､並びに商品的J慧業 におけ

る専門化､分業化 (例えば疏菜農家､果樹専門農家､酪

農専門農家)などが起ってくると脚地の適t'Lな大きさ､

しかも管児がよく行き届く経済的な経営姐僕の大きさも

また変 ってくるのが当然ですC一般的にいって押紙の一

枚の耕地の大きさは2-5アール (敬)と小さくては到

席満足な､土地､労働の銀座性の向†二をはかることは出

来ません｡

沖純のような特殊な地勢一大きな平野が極めて少なく

丘陵に富み､加うるにジャーガル､マージとV,う特殊_+.

壌地帯である二上に狭い耕地には集約的虚業が行われて

いることO 米[牢に対する農民いや住民 の執前が軟く

(日本力士で同じであるが)したがって水F.rJが最もfl互-要

な要件･.になり､水利の預し慈しが耕地の形のみならずそ

の大きさまでを制約してV,ますOところで比職的文化が

早く閃け､開田の古い本土の大礼 丹波､讃岐地方の耕

地の大きさは^力による一日の耕起能率を基輝として定

められたもので極めて小さく､近世以降明治､大tF､昭

和の年代に入って開田したところは富力による一日の剃

起能率がかなりしん酌されてV,るので短冊形か矩形の規

則正Lv,地割をしてV,るものが多いようです｡

次に､長方形､三角形､梯形､凸多角形､半月形､舟

形､ひょうたん形などといろV,ろな形状の圃場を用い

て､郵桝による作業能率を比較検討した実験例を引用し

てみますと､これによれば払ようたん形が労働が最も多

くかかり､これについで_二_角形･凸多角形となりー最も労

働時間の短かかったのか長方形です｡しかしこれは4ilJ勅

の場合であって､他の砕土整地､中耕除草､井剤､肥料

散布などの場合はその作業手段によって異ることはいう

までもありません.以上の結果からいえることは､育力

単位一都耕うんを主とする場合は-一般的に長方形の耕地

(8)



が作業がしやすく､労働時間が短か くてすむが､小さV,

止ノ州多やイくj｣-:形をした耕地では労働条件が窓くなり非iL:_

産的労働が増加しますO このことは歩/n~用小形 トラクタ

ーや動JJ耕虹弼川用の吻合にもかなりよくiL'fてはまるも

のです｡

新地の形を止しくする利き尉よ､労鋤の節約や労働時間

の短縮だけではありません.境界が長くなりますから雑

草を抜いたり､苫虫を願険したりする作業が容易になり

ます｡

以上の実験結LlJl 農村実膿から椎･'tt'して,現在の農業

機械と経営親模その他から規.段階では畜力利用一頭曳や

動力耕転機の場合の水田一筆の適当の区画は約3LK'-5

反jjL･の長Jj形がよく､佃の一枚の適当な区画は攻分･長辺

が人くな っても良いかと恩V,ます｡しかし動力耕転機や

ガー-)Jllントラクターの大型､小型乗用 トラクターなどが

使われるようになれば､さらに一枚の面鏡が広く､その

長辺は長くても良V,ことになりますが､開拓､埋立､干

lt]地などの特殊地帯を険V,ては自然的 (地理的関係)社

会的 (所有､その他)凶-J'･によって強く影響され大きな

変革は困難となって米ますO (泉 祐巳)


